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新
破
天
荒

令
和
七
年
。
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
。
い
よ
い
よ

姫
路
南
高
等
学
校
七
十
四
回
生
の
、
高
校
生
と
し
て
の

本
当
の
終
わ
り
の
始
ま
り

で
す
。

充
実
し
た
二
週
間
と
な
り
ま
し
た
か
。
テ
レ
ビ
な
ど
見
て

い
る
暇
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
年
末
年
始
に
か
け
て
は

た
く
さ
ん
の
高
校
生
の
真
剣
勝
負
を
目
に
し
ま
し
た
。
駅
伝

し
か
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
・
・
・
。
兵
庫
を
代
表
す
る
高
校
生
だ
け

で
な
く
、
不
安
、
緊
張
、
決
意
、
覚
悟
を
し
た
「
表
情
」
は

大
変
格
好
よ
く
、
結
果
を
超
え
た
高
校
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
今
日
の
三
学
期
始
業
式
を
ど
ん
な

風
に
迎
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。
不
安
は
「
悪
、
弱
、
隠
」
と

い
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

７４

さ
て
、
不
安
に
は
二
種
類
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
、

「
や
ら
ず
に
」
感
じ
る
不
安

で
す
。
こ
れ
は
、
み
ん
な
が
当
た
り
前
に
理
解
で
き
る
も
の

で
す
。
も
う
一
つ
は
、

「
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
」
膨
ら
む
不
安

で
す
。

今
の
み
ん
な
の
多
く
は
、
こ
ち
ら
の
方
だ
と
は
思
い
ま
す
。

こ
の
不
安
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
に
活
か
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

「
で
き
な
い
」
と
思
う
不
安
を
前
面
に
出
し
て
は
、
何
も

挑
戦
で
き
な
く
な
り
ま
す
。「
で
き
る
か
で
き
な
い
か
」
の
先

に
、
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

二
学
期
末
を
前
に
、
職
員
室
に
面
し
て
い
る
黒
板
に
し
た

落
書
き
に
、

「
で
き
る

で
き
な
い
」

で
は
な
く
、

「
や
る

や
ら
な
い
」

と
書
き
ま
し
た
。

決
め
る
の
は
「
目
標
」
で
あ
っ
て
、「
結
果
」
で
は
な
い
。

結
果
は
、
必
ず
し
も
決
め
た
目
標
通
り
に
な
る
こ
と
も
な
い
。

た
だ
、
自
分
が
「
最
初
に
決
め
た
」
目
標
通
り
に
な
ら
な
く

て
も
、
そ
れ
を
目
指
す
中
で
、
自
分
を
「
生
か
す
」
こ
と
が

見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
絶
対
に
心
の
隅
に

必
ず
留
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
う
え
で
、
い
ま
は
自
分
の
「
目
標
」
に
近
付
く
た
め

の
第
一
次
予
選
に
向
け
て
や
る
べ
き
こ
と
（
体
調
管
理
・
冷

静
な
判
断
・
熱
い
想
い
・
あ
る
も
の
を
出
し
切
る
）
を
や
り

抜
い
て
い
こ
う
。

私
学
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

私
学
志
望
者
は
何
が
あ
っ
て
も
「
い
ま
」
は
自
分
の
想
い
を

曲
げ
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
い
い
。
攻
め
切
ろ
う
。

今
回
は
、
受
験
会
場
が
本
学
以
外
の
大
学
を
紹
介
し
ま
す
。

た
だ
し
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

前

期

小
樽
商
大
（
商
）

仙
台

室
蘭
工
大
（
理
工
）

名
古
屋

山
形
大
（
工

除
く
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
）

名
古
屋

富
山
大
（
経
済
、
理
、
工
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
）

名
古
屋

福
井
大
（
工
）

京
都

信
州
大
（
繊
維
）

名
古
屋

香
川
（
創
造
工
・
農
）

西
宮

公
立
千
歳
科
学
技
大
（
理
工
）

大
阪

公
立
は
こ
だ
て
未
来
（
シ
ス
情
報
工
）

大
阪

青
森
公
立
大
（
経
営
経
済
）

東
京

秋
田
県
立
大
（
シ
ス
科
学
・
生
物
資
源
）

名
古
屋

高
崎
経
済
大
（
地
域
政
策
・
経
済
）

大
阪
、
岡
山

前
橋
工
大
（
工
）

名
古
屋

三
条
市
立
大
（
工
）

大
阪

富
山
県
立
大
（
工
）
・
情
報
工
）

名
古
屋

福
井
県
立
大
（
経
済
・
看
護
福
祉
・

生
物
資
源
・
海
洋
生
物
資
源
）

大
阪

島
根
県
立
大
（
国
際
関
係
）

広
島

公
立
山
口
東
京
理
科
大
（
工
・
薬
）

神
戸
、
岡
山

周
南
公
立
大
（
経
済
経
営
・
情
報
科
学
・

人
間
健
康
）

岡
山

下
関
市
立
大
（
経
済
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）

大
阪

高
知
工
科
大
（
経
済
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
情
報

デ
ー
タ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

シ
ス
工
・
理
工
）

大
阪
、
岡
山

北
九
州
市
立
大
（
法
）

広
島

福
岡
県
立
大
（
人
間
社
会
・
看
護
）

広
島

宮
崎
公
立
大
（
人
文
）

大
阪

名
桜
大
（
国
際
・
人
間
健
康
）

大
阪

中

期

釧
路
公
立
大
（
経
済
）

大
阪

高
崎
経
済
大
（
経
済
）

大
阪
、
岡
山

三
条
市
立
大
（
工
）

大
阪

長
野
大
（
企
業
情
報
・
社
会
福
祉
・

環
境
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

名
古
屋

公
立
諏
訪
東
京
理
科
大
（
工
）

名
古
屋

公
立
山
口
東
京
理
科
大
（
工
・
薬
）

神
戸
、
岡
山

周
南
公
立
大
（
経
済
経
営
・
情
報
科
学
・

人
間
健
康
）

岡
山

下
関
市
立
大
（
経
済
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
）

大
阪

後

期

北
見
工
大
（
工
）

大
阪

秋
田
県
立
大
（
シ
ス
科
学
・
生
物
資
源
）

名
古
屋

高
崎
経
済
大
（
地
域
政
策
）

大
阪
、
岡
山

福
井
県
立
大
（
経
済
・
看
護
福
祉
・

生
物
資
源
・
海
洋
生
物
資
源
）

大
阪

こ
れ
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
今
は
う
っ
す
ら

と
描
い
て
お
い
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
け
記
載
し
て
お
き
ま
す
。
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八

日(

水)
始
業
式

共
通
テ
ス
ト
直
前
注
意

九

日(

木)

午
前
中
授
業

一
、
二
年
課
題
考
査

十

三

日(

月)

成
人
の
日

十
四
日
～
一
七
日(

火)

～(

金)

二
年
生
修
学
旅
行

十

七

日(

金)

午
前
中
授
業(

三
年)

共
通
テ
ス
ト
激
励
会(

四
限)

十
八
～
十
九
日(

土)

～(

日)

共
通
テ
ス
ト

現
段
階
で
は
会
場
は
未
定

二

十

日(

月)

共
通
テ
ス
ト
自
己
採
点

こ
れ
よ
り
三
年
生
午
前
中
授
業(

①
②
③
④)

二
十
七
日(

月)

～

国
公
立
大
学
志
望
者
三
者
面
談

二
十
九
日(

水)

教
育
相
談

三
十
一
日(

金)

大
掃
除
・
ワ
ッ
ク
ス
掛
け
・

学
年
集
会
・
Ｌ
Ｈ
Ｒ

個
別
試
験
等
指
導

補
習
等
、
追
っ
て
連
絡
し
ま
す

二
十
七
日(

木)

卒
業
式
予
行
・
各
種
式
典

二
十
八
日(

金)

卒
業
式

一

年

五

月

「
無
駄
」

六

月

「
諦
め
な
い
」

七

月

「
捨
て
る
」

一
学
期
末

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

九

月

「
さ
か
の
ぼ
る
」

十

月

「
テ
レ
ビ
」

十
一
月

「
大
空
間
」

十
二
月

「
無
」

二
学
期
末

「
こ
だ
わ
り
」

一

月

「
信
念
」

二

月

「
探
る
」

三

月

「
自
制
す
る
」

一
年
最
終

「
勇
気
を
探
す
」

二

年

四

月

「
悩
む
こ
と
」

四

月

２

「
本
気
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
」

五

月

「
こ
の
世
界
の
片
隅
を
大
切
に
」

六

月

｢

主
体
性｣

七

月

「
客
観
性
」

一
学
期
末

「
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
」

九

月

「
ス
マ
ホ
と
の
向
き
合
い
方
」

十

月

「
詩
に
触
れ
る
」

十
一
月

「
破
壊
す
る
」

十
二
月

「
想
い
を
再
生
す
る
」

２
学
期
末

「
夢
を
目
に
触
れ
る
よ
う
に
す
る
」

一

月

「
ア
ナ
ロ
グ
」

二

月

「
き
っ
か
け
」

三

月

「
一
度
諦
め
る
」

二
年
最
終

「
失
敗
の
感
情
で
終
わ
ら
な
い
」

こ
の
時
期
、
皆
さ
ん
の
周
り
の
人
は
、
皆
さ
ん
を
よ
り
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
、
し
か
し
、
頑
張
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、

「
褒
め
る
」
、
「
持
ち
上
げ
る
」
こ
と
は
し
て
も
、
特
に
不
安

を
抱
え
て
励
ま
し
て
ほ
し
い
場
面
で
も
、
な
か
な
か
む
ち
を

う
つ
こ
と
を
躊
躇
し
ま
す
。

そ
ん
な
環
境
の
自
分
に
、「
も
う
一
歩
」
と
む
ち
う
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。
自
分
を
「
認
め
た
が
る
」
一
番

手
は
必
ず
自
分
自
身
で
す
。
自
分
を
「
認
め
よ
う
」
と
す
る

の
は
、
自
分
が
一
番
不
安
に
な
っ
た
時
で
す
。

普
段
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
で
も
、
勝
負
が
か
か
っ
て

い
る
と
き
に
は
、
自
分
を
「
認
め
る
」
こ
と
よ
り
も
自
分
を

「
励
ま
す
」
こ
と
で
す
。

「
下
」
を
見
る
暇
は
な
い
。「
前
」
を
見
る
た
め
に
も
一
番

の
応
援
者
の
自
分
が
、
自
分
に
鞭
を
う
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

三

年

四

月

「
思
う
だ
け
じ
ゃ
駄
目
」

五

月

「
目
先
の
失
敗
に
気
付
く
」

六

月

「
い
つ
か
報
わ
れ
る
」

七

月

「
い
つ
も
と
違
う
努
力
」

一
学
期
末

「
し
て
や
り
た
い
」

九

月

ご
め
ん
な
さ
い

十

月

「
プ
リ
テ
ン
ド

pr
et
en
d

」

十
一
月

「
ア
ピ
ー
ル

」

十
二
月

「
自
己
満
足
」

二
学
期
末

「
景
色
を
広
げ
る
」

一

月

「
自
分
に
鞭
う
つ
」

♫ケ
セ
ラ
セ
ラ

今
日
も
唄
え
る

限
界
？
上
等
。

や
っ
て
や
ろ
う
か
。

愛
を
捨
て
る
ほ
ど
暇
じ
ゃ
な
い

い
つ
も

A
l
l
R
i
g
h
t
A
l
l
R
i
g
h
t

こ
こ
を
乗
り
越
え
た
ら

楽
に
な
る
し
か
な
い

痛
み
止
め
を
飲
ん
で
も

消
え
な
い
旨
の
ズ
キ
ズ
キ
が

些
細
な
誰
か
の
優
し
さ
で

ち
ょ
っ
と
和
ら
い
だ
り
す
る
ん
だ
よ
な

負
け
る
な

今
日
も
踏
ん
張
っ
て

固
め
た
殻
で

身
を
守
っ
て

ま
た
諦
め
る

理
由
探
す
け
ど
、

ケ
セ
ラ
セ
ラ

今
日
も
唄
え
る

限
界
、
上
等
。

妬
ま
し
さ
も
全
部

不
幸
の
矢
が

抜
け
け
な
い
日
で
も

A
l
l
R
i
g
h
t
A
l
l
R
i
g
h
t

食
い
し
ば
っ
て
る

♫

年
齢
は
違
う
し
、
状
況
も
違
う
け
れ
ど
も
、
自
分
た
ち
の

育
っ
た
学
校
が
、
学
校
名
が
、
三
月
末
を
以
て
な
く
な
る
中
、

学
校
へ
の
想
い
、
自
分
た
ち
の
日
々
の
生
活
へ
の
想
い
は
、

同
じ
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
さ
ぁ
勝
負
の
一
か
月
で
す
。


